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公益社団法人 山形青年会議所
２０１３年度 第２回役員予定者会議 議事録
◆ 日  時 ：２０１２年１０月３日（水）
１８：３０～２２：００
◆ 場　所 ：丸勘山形青果市場
1． 開  会                                                     横山専務理事予定者
2． ＪＣＩクリード唱和                                         武田委員長予定者
3． ＪＣＩミッション らびにＪＣＩビジョン唱和 　               井上出向理事予定者
4． ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和                             荒井委員長予定者
5． 出席者の確認（敬称略）                                     舟山事務局長予定者
理事長予定者                井　上　周　士
直前理事長予定者            野　口　雅　弘
特別顧問予定者              荒　井　　　寛（早退）
実行委員長予定者            齋　藤　秀　和（早退）
副理事長予定者              伊　藤　健　二
副理事長予定者              中　村　祥　之
副理事長予定者              齊　藤　秀　昭
副理事長予定者              鈴　木　辰太郎
監事予定者                  酒　井　貞　和（欠席）
監事予定者                  中　村　正　利（欠席）
監事予定者                  矢　口　政　則（遅参）
専務理事予定者              横　山　隆　太
議長予定者                  佐　藤　貴　博（遅参）
特別委員長予定者            三　沢　慶　洋
常任理事予定者              安　藤　太一郎（欠席）
常任理事予定者              鈴　木　　　力
常任理事予定者              今　野　　　修（遅参）
常任理事予定者              遠　藤　智　大
本部長予定者                渡　部　明　弘
委員長予定者                佐　藤　幸　助（遅参）
委員長予定者                武　田　靖　裕
委員長予定者                長谷川　吉之介（遅参）
委員長予定者                與　田　貴　博
委員長予定者                荒　井　要　雄
総括幹事予定者              會　田　智　弘（遅参）
総括幹事予定者              長　瀬　洋　一
出向理事予定者              井　上　智　博
事務局長予定者              舟　山　力　也
＜オブザーバー＞
会務セクレタリー予定者      長谷川　晃　一
会務セクレタリー予定者      茂　木　政　樹
６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　舟山事務局長予定者
公益社団法人山形青年会議所定款第５項・第３２条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本理事会は成立
７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名           井上理事長予定者
議事録署名人は井上理事長予定者・中村監事予定者・矢口監事予定者の３名
議事録作成人は会務セクレタリー
８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　井上理事長予定者
不備等が無い場合は、本会議終了を以て自動承認
９．理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　井上理事長予定者
お晩でございます。ご多用の中ご参集いただきまして誠にありがとうございます。
昨日、Ｋｉｄ’ｓ　ａｒｔ　羅針盤！が開催されまして私も参加させていただきました。非常に子供たちも美術に触れ合いながら素晴らしい授業が開催されておりました。その中で鈴木宏先輩と金山先輩がお話されていたのですが、山形美術館の由来なのですけれども、ご存知の方も多くいらっしゃると思いますが、タイガーボードで有名な吉野石膏さんが素晴らしい美術作品を寄付していただきまして、有名なところですと、モネの睡蓮ですとか、シャガールやピカソの画もあり、マレーもありその他にも素晴らしい画が多くありここまで作品が揃っている所もないそうです。
鈴木宏先輩からお聞きしたお話では、吉野石膏さんは東日本大震災等の影響もあり業績も好調で今でも山形美術館に画を寄付しているそうです。そして寄付した画が、東京で絵画展をするときですとか、他県で絵画展を開催するとき、山形美術館の方から借り出されて開催される程素晴らしい画が多数あるそうです。
吉野石膏さん社長は南陽出身なのだそうですけれども、その時山形県出身の素晴らしい社長さんがいっぱい県外にもいるという話になりまして今日の朝刊を読みました。王子製紙の名誉会長、大國昌彦さんだそうですが白鷹のご出身だそうです。改めて山形県は社長の輩出が多いという事で検索してみました。やはり二年連続で１位が山形県でした。２位が香川県、３位は徳島県という事でその理由を見てみたら、元々辛抱強く、人との交流であったり、また家内工業が多く芸術性なども根強く県民性にあるそうです。そこでふと思ったのが県内１７ＬＯＭ、そして約７００名のシニアの方々がいらっしゃいますけれども、この青年会議所の運動により素晴らしい社長が輩出されているというのも理由の一つなのではないかと思った次第です。現在、皆様をご覧になっても将来間違いなく山形を背負っていく皆様なのだと思うと、益々青年会議所にも力を入れて、磨いていかなくてはいけないと思った次第であります。
本日はグループ方針が議案として委員長の皆様も初めて拝見するかと思います。これは私の所信を元にグループの常任の皆様が書いていただいた指針でありますので、委員長の方々はしっかりとこれと向き合って、そしてご意見をいただいて、また常任メンバーの皆様もしっかりと咀嚼して今後の方針を揉んでいくべく、活発なご意見をいただければと思います。
正副常任の皆様にはお伝えしたのですが、所信の方を野口直前理事長から色々とご意見を言っていただきまして、最後の方に私の今年「決断と行動」という部分に関しまして、一つ柱となる部分を付け加えさせていただきました。それは「すべての物事に対して真摯に向き合い、そして自分の力に変えていく」というところでございます。最後に一文付け加えさせていただきました。勿論、その前段にも伝えたい事を記載させていただいているのですけれども、「時間と向き合いそして自分とも向き合い非常に大変な中で自分の力に変えていく」と。つまり、何事にも参加して全力で投球して欲しいという気持ちでございます。本日の会議も必ず一人一回手を挙げるという意気込みで参加していただいて、２０１３年度の素晴らしい運営の礎となるような会議となりますことをご祈念申し上げまして、理事長挨拶とさせていただきます。本日もどうぞ宜しくお願い致します。
１０．直前理事長予定者挨拶 　　　　　　　　　　　　　野口直前理事長予定者
皆さんこんばんわ。本当に今日の役員会議にお集まりいただきましてありがとうございました。
私からは一言です。皆さんが優先順位を決める時はどんな判断でするのか、という事です。
この時期、本・次年度重なっての活動で仕事もあって家庭もあってＪＣもあってと非常にたくさんの事があって、その中で優先順位を皆さんがどう考えるのか、仕事に没頭できるのであれば本当に仕事に没頭していきたい、そういう時もあるでしょう。今青年会議所活動では何をやっているのか、この会議で何を決めていて今後の運動に繋げて行くのかというのを今一度お考えいただきたいと思います。居る人に言ってもしょうがないのですが、事務局とかの括りではなく１３０名のチームとして自分たちが何の役割を持っていくのかをもう一度再認識していただきたい、という風に思います。理事会に仕事があるから出る事ができない。それは全然しょうがないとは思います。只、年間スケジュールで全部組み込まれている。予定者の場合は２週間や１か月前に決まる、これはどうしても仕方がない事かも知れませんが、ここで私たちが一番何をして山形青年会議所の運動を繋げて行くかという事を今一度、十二分に考えて下さい。この意識変革が無ければ一般のメンバーは絶対変わらないです。ここしか来なくていいという運動になってしまいます。地区大会、ブロック大会、全国大会、世界会議、いろんな部分のスタンスで行けるか行けないは別としても、行こうという気構えが全然なくなります。
この前、私と鈴木専務と会務の庄司君とで日本ＪＣの理事会に行きました。伝統と歴史があって、理事長だから行かなければいけない、という訳でもないです。只、何故あの場所に行くかと言ったら、私は皆さんに伝える義務があるので、その使命感を持ってその理事会に行っております。しかし、その中で皆さんに伝えることが何もないので、何もお話はしません。前回の日本ＪＣの理事会は非常にずさんでした。緊張感もなかったです。最後に理事長の挨拶があります。そこで全国大会を狙って立候補をしている三人の理事長たちが緊張感を持って、時には自分の名前も言い忘れるくらい緊張感を持って、あの三人だけは会議に参加していたはずです。
冒頭から厳しいことを言いますが、今、グループ方針だとか、理事長の所信だとか色々な物が出ておりますが今一度しっかりと読み込んで下さい。今日は役員もいらっしゃいますので常任の方は特に自分のラインの委員長に私たちの想い、そして理事長の想いを伝えながら２０１３年度の山形青年会議所をここで確立していくのです。来年、日本ＪＣは「創造」と言っておりますが、山形青年会議所の場合は「確立」だと思います。創造する部分もありますが、しっかりと土台は確立していただきたい。そんな思いを託しまして、ご挨拶とさせていただきます。今日も宜しくお願い致します。
(以下、『予定者』表記を割愛)
１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井委員長
配布資料　第２回役員予定者会議アジェンダ　１３役員ｐｒｅ２ｎｄ
議題１７件、討議事項その他を含めて５件、報告依頼事項その他を含めて４件
１２．議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上理事長
全員賛成で可決
１３．協議事項
協―０１　２０１３年度　理事長所信（案）Ｖｅｒ.１６に関する件　　　　　　　　横山専務理事
横山専務理事【説明】
前回の第１回役員予定者会議からの変更点として赤刷りにて記載。
最後の１６０行目は、新しく記載された部分になる。
遠藤常任理事【意見】
最後の「その力が活力ある山形を創造し地域を照らす燈火となるべく、共に歩んで参ります。」の部分については、私の書いていたグループ方針と合致していたので、大変嬉しく思いました。
渡部本部長【意見】
私の方は何度か拝見させていただいておりますので特に申し上げる事はないのですが、最後の赤字の部分が井上理事長の想っている全てなのかなと感じます。
井上周士理事長【コメント】
冒頭の挨拶でもお伝えさせていただきました通り最後の部分の「多くの機会に対し何事にも真摯に向き合い自分の力に変えていく、そしてその力が活力ある山形を創造し地域を照らす燈火となるべく、共に歩んで参ります。」とありますが、この燈火は次年度の小幡会頭の言葉を引用しる。この様な形で進ませていただきたいと思う。
協―０２　グループ方針（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　横山専務理事
・会員パワーアップグループ
伊藤副理事長【読合せ】
横山専務理事【説明】
第３回常任理事予定者会議にて討議上程していただいている。そこからの変更点が赤字と訂正線となっているので理解下さい。
齊藤秀昭副理事長【質問】
１１行目の「既存の概念を超えた新しい力が必要と考えます。」の既存の概念とはどのような概念なのか。
伊藤副理事長【回答】
この概念に関しては理事長の所信から引用させていただいたと思う。こちらのグループ方針は佐藤議長の方で作成した内容です。ここは文章的に修正をお願いしてはいたのだが直っていないところもある。私の解釈だと理事長所信の文言だと思う。その意味合いとしては、新入会員拡大活動の結果という事だと考えている。
齊藤秀昭副理事長【意見】
理事長所信と会員拡大を念頭に置いた場合での既存の概念では全く意味が違うと思う。意味合いの引用なら問題ないが、既存の概念を超えるというところだと今までの定義を崩して会員拡大をすると受け取ったものですから、若干文言の内容を変えていただくともっと幅広い考え方ができると思うのでご再考願います。
武田委員長【意見】
８行目の「Ｔｈｅ Ｍｏｔｈｅｒｌａｎｄ ＹＡＭＡＧＡＴＡ」なのですが、「ｒ」と「ｌ」の間に半角スペースがあり「ｌ」が大文字になっているので訂正いただければと思う。
鈴木辰太郎副理事長【質問】
グループとしてどんな取り組みを行うのか教えていただきたい。
伊藤副理事長【回答】
会員拡大だけではなく、例会の開催と外部団体との連携等々などだと理解しています。
鈴木辰太郎副理事長【意見】
事業計画２段落目は取り組みを書くとなっている。今の内容だと取り組みが分からないと認識せざるを得ないです。ここはもう一度取り組みを考えていただいていただきたいと思う。
與田委員長【質問】
理事長所信の中でもグループ方針等々でも２０１４年ＡＳＰＡＣ山形大会という単語がよく出てくるのだが、こちらの表記の仕方というのは「２０１４　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会」など統一表記としているのか。
横山専務理事【回答】
こちらの統一表記に関しては事務局の方では提示していない。
皆様は理事長所信の中から引用していただいていると思うが、次回の正副、常任の所で事務局案として挙げさせていただき、その中で統一を図りたいと思う。
中村祥之副理事長【意見】　
２段落目に関して、「１段落目に背景・２段落目に取り組み」のマニュアルに則り、もう少し具体的な取り組みの内容が記載されても良いと思う。２段落目が背景と行動の混在を整理すべきではないか。
１グループ１委員会なのであまり具体的に書き過ぎると委員会方針が書きにくくなるということもあるだろうが、２段落目はもう少し具体的な内容が記されてもよいと思う。
伊藤副理事長【回答】
２７行目が３段落目に入るべき表記であったり、３段落目がどちらかと言うと総務グループ的な表記になっていたりもしている。更に精査して今後提示させて頂きたい。
野口直前理事長【意見】
そもそもなぜ会員拡大が必要かと言うと、「組織の継続維持、拡大と対外的な発信力の強化」が１番の目的である。会員に関しても「量と質」が大切であり、２０１３年はその点をどう捉えていくかを表記しなければならない。１段落目に関して、自分たちの行動目的、方向性を副理事長、議長でよく話し合って頂きたい。２段落目に「急務」という表現があるが、急務ではない。会員拡大は１０年前からの「課題」であることをよく考慮しなければならない。またＡＳＰＡＣがあるからという意味にならないよう、表記を考える必要がある。２段落目の最後の文章を膨らませて頂きたい。１グループ１委員会となっているので、グループとして対外的にどう発信するかを重要視すること。ＪＣの最終的な目標はＪＣが無くなることである。よって３段落目に関して、ＪＣの存在意義は「地域から求められ、不可欠な存在」ではない。地域のリーダーを輩出する為に各々が活動していくという内容をさらに含ませ、限られた字数で内容を見直して頂きたい。背景が定まらないから内容が定まっていない。迷ったらセレモニー（ＪＣＩクリード、ＪＣＩビジョン、ＪＣＩミッション、綱領）に戻ったらよい。
井上周士理事長【コメント】
１４行目、一人ひとりがリーダーシップを発揮するために何が必要かということを具体化して頂きたい。「人と人との関わり合い」などの本質的な内容を踏まえる必要がある。１９行目から２５行目にかけて、手法という観点での記述が不足していると感じる。２７行目に入るまでに、「新しいチカラをどのようなチカラに変えていくのか」ということを明確化してはどうか。教育プログラム等にも触れながら、表記を考えて頂きたい。
・ＡＳＰＡＣ準備運営グループ
鈴木力常任理事【読合せ】
中村祥之副理事長【補足】
先日の正副・常任予定者会議で指摘された箇所等を修正している。最後の段落に「確立」という文言を入れたかったが、３者で作成しているということもあり、なかなか纏めに苦労している。ご意見を頂きたい。
齊藤秀昭副理事長【意見】
２９行目、「ＬＯＭ外のＪＣメンバーとも」という表記を、対象となる方々が自分のことであると認識しやすい表現に変えた方が良いのではないか。
三沢特別委員長【意見】
１８行目からの文章に関して、「出向者を送り出すためにネットワークを構築する」との印象を受けてしまう。表現を変えた方が良いのではないか。
鈴木辰太郎副理事長【意見・質問】
２０行目に関して、出向者の支援に関する具体的内容が見えてこない。
２５行目、「対外ミッション」とはどのようなことか。
鈴木力常任理事【回答】
全国大会等の各種大会における「東名阪の会」等のことを想定している。
鈴木辰太郎副理事長【意見】
２５行目、「対外ミッション」と言うとＪＣ以外の活動というような印象を受けるので、ＣＯＣ会議とも話をして表現を再考して頂きたい。２２行目、各種大会への参加促進はもはや当然のことと言える。また、他ＬＯＭよりＡＳＰＡＣに協力して頂くために大会参加が必要という訳ではないと思うので、表現を再考した方が良いのではないか。
齋藤秀和実行委員長【意見】
手法を重要視しているのがよくわかる。しかし、最後の部分はグループとして何がしたいかという気概を表面に出すことを意識して再考してみてはどうだろうか。
伊藤副理事長【意見】
１段落目の「メンバーの意識醸成に向け力強くＬＯＭを牽引して」から３段落目の「観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ実現」への関連性を再考してはどうだろうか。
渡部本部長【意見】
１４～１７行目に関して、ＣＯＣ会議の運営を有意義且つ円滑にするために何かをしていくという表現の方が、取り組みとして具体性があるのではないかと感じた。１１行目、「来るべき」ではなく「来たるべき」の方が表現として良いと感じるので再考して頂きたい。
長谷川委員長【意見】
気になった箇所は他メンバーより指摘があったので今は特に問題無いと思う。
齊藤秀昭副理事長【意見】
１４行目に関して、他の委員会はＬＯＭ事業と平行してＣＯＣ会議に参加しているわけではないような印象を受けるので、表現を再考して頂きたい。
野口直前理事長【意見】
私たちのＬＯＭが国内において１番のリーディングとなることを念頭において作成して頂きたい。「例年通り」や「開催前年だからこそ」という表現は幼稚な感じを受ける。グループ方針はメンバーにも対外的にも「伝える」ものであるので、何を想像して何を行動していくのか決めていってほしい。またこのグループにおいては、活動目的は「手法を確立する」ではない。手法確立ではなく結果が求められるグループである。具体的な行動趣旨を記述できるよう、表現の再考をお願いしたい。
中村祥之副理事長【質問＆意見】
「例年通り」や「開催前年だから」という表現はそれぞれ必要性を持って事実に基づいて使用している。幼稚な表現と取られてしまうのは腑に落ちない。「手法を確立する」という表現は、ともすればＡＳＰＡＣありきのグループ方針になってしまうわけだが、この表現は民間企業や行政との連携をさらに強く図っていきたい、という想いをもって使用している。もう少しグループ内容に特化した方が良いのかご意見を頂きたい。
野口直前理事長【意見】
幼稚という表現は不手際であったので撤回する。このグループは「対外的な事業にどう参加していくか・そこからどう学び取っていくか・それによりＡＳＰＡＣに関してどのような方向性を示すか」というものであると思う。前年だから特にしなければならない事業はそこまで数が多くは無い。私たちは既に学ぶのではなく見本にされる立場にある。そういった面を踏まえ、表現を工夫して方針を作成して頂きたい。
井上周士理事長【意見＆コメント】
１６行目に関して、明確なビジョンを示しながらＣＯＣ会議を構築していくという一言が欲しいと感じる。いろいろと注目されるグループなので、皆様から出た意見を踏まえて方針を作成して頂きたい。
・アクティブシティー創造グループ
今野常任理事【読合せ】
齊藤秀昭副理事長【補足】
まちづくりに特化したグループとして多角的な視点があると思うので、忌憚のない意見をお願いしたい。
荒井要雄委員長【意見・質問】
９行目に関して、「果たしてきた役割」が具体的にどのようなものかの表記があった方が良いのではないか。また、ＪＣに対する期待という表記に関して震災の復興に対する期待なのか、山形の活動に対する期待なのか教えて頂きたい。１２行目に関して、震災の復興に関するものから山形の魅力の発信へと内容が一転するので少々違和感を覚える。
今野常任理事【回答】
「果たしてきた役割」に関して、様々な内容があるため表現を再考する。ＪＣに対する期待は復興に係るものであるのが、分かり難いようであれば表現を再考する。１２行目に関しては流れが自然になるよう内容を検討する。
鈴木辰太郎副理事長【意見・質問】
２段落目に背景が書かれているため、目的がぶれている印象を受ける。背景は１段落目に記述して頂きたい。「私たちアクティブシティー創造グループは」という表記に関して、当該グループの方針であるため削除した方が良いのではないか。３段落目、「世界に拓かれた活力に満ちた」という表現は極端すぎるのではないか。各委員会で持ってくる委員会方針での表現をイメージして熟考して頂きたい。質問として、一歩進んで東北が誇れる花火大会を目指すための具体的内容を教えて頂きたい。
今野常任理事【回答】
再度具体的内容を検討させて頂く。
會田総括幹事【意見】
一歩進んで行うための具体的内容を記載して頂きたい。
野口直前理事長【質問】
２０行目、「山形を対内的に活性させることが必要」というイメージが分からないので教えて頂きたい。
今野常任理事【回答】
対内的という表現は野口直前理事長からアドバイスいただいた対内、対外という表現をそのまま使った。
当グループは山形の内部からまちを活性化させる事業が多いため、この表現を使用した。
野口直前理事【意見・質問】
私が言ったことをダイレクトに作っていただけるのは非常にありがたい。対内的というのは対外的な対象が例えばメンバーとか事業とかそういうのをうまく加味していただきたくあのような表現をした。よって、ＬＯＭの事業から山形を対内的に活性化させていく必要があると表現すると、今までのＬＯＭ事業が対内的に活性化していないというような逆説の意味合いにもなってしまう。メンバーが各々発信できる事業、学べる事業とか、いろいろ表現の仕方があると思う。
このグループが最終的に何を作り上げていくのかというのを質問したい。そこがないから言葉遊びになってしまう。この事業方針だと、なんで発信しなければならないのか、どういうものが発信しなければならいのかが足りない気がする。花火に関しても同様である。
今野常任理事【回答】
アクティブシティーという表現から花火もまちづくりも地元山形の中にあったものを外部に広く伝える、そのためには山形市民がこれらを誇りに思い、愛することができるという事業にするという風に考えた。これまでやってきたことを踏まえて対外的に知ってもらうこと、という風にとらえた。
野口直前理事長【意見】
世界に知ってもらうチャンスであり機会である。今まで継続してきた誇りある事業があるので、しっかり展開して発信する等、もう少しスパイスのきいた文言で表現してほしい。せっかくのまちづくりのグループなので理事長所信の中の文言を入れていただき、そこから発信しているのが伝わるようなものにしてほしい。
中村祥之副理事長【意見】
今後、花火大会会場の移転の問題が出てくる。「持続可能な運営を模索します」とところで、会場移転に関してもグループ方針のなかでも触れたほうがいいのではないか。
井上周士理事長【意見】
アクティブシティー創造委員会の任務案はどれくらい読んだでしょうか。任務案の内容がこのグループ方針に出ていない。花火だけでなく、まちづくりの部分も全体的に盛り込んで厚みを出していってほしい。
・ヒューマンネットワーク創造グループ
遠藤常任理事【読み合わせ】
鈴木副理事長【補足】
井上理事長の所信を色濃く反映した文章となっている。
ただし、「必要とされる団体でなくてはなりません」について野口直前理事長からの指摘があった通り今後再考していく。忌憚のない意見をお願いしたい。
佐藤貴博議長【質問】
１９行目「企業や教育機関、他団体を巻き込んだ形で」について、巻き込むと表現は、上から下にというイメージがあるので違う表現のほうがいいのではないか。
遠藤常任理事【回答】
検討する。
長瀬総括幹事【意見】
力強さを感じた。９行目「イベントに終わるのではなく機会を通じて何かしらの気づきを創造し」の文章については感心した。
齊藤秀昭副理事長【質問】
非常に読みやすく、理事長所信も盛り込まれており非常に良いと思った。これから、落しこみをするにあたって事業に対しての遠藤常任理事の想いを聞きたい。
遠藤常任理事【回答】
前向きな気持ちで前向きな行動をするには人はついていきたいと思うものだと思う。私も前向きに頑張っていきたい。
遠藤常任理事【補足】
３０行目「宿命」について直したほうがいいのではとの指摘を受けたが、気持ちがついていかないような時でも、それが宿命であると捉えると前向きにやれると感じると思うで、そのまま使わせていただいた。
伊藤副理事長【質問】
大変まとまった印象をもった。１０行目、２０行目と「一歩」という言葉を複数回使っているのをこれについての考えを教えていただきたい。
遠藤常任理事【回答】
前向きにという部分にかかってくるのだが、一歩踏み出すと違う世界が見えてくるのではないかと思い再三使用した。
伊藤副理事長【意見】
表現として同じ言葉を再三使用すると違う表現に改めて方がいいという指摘も入る場合がある。もし違う表現があれば検討していただきたい。それにより前向なすばらしい基本方針になればよいと思う。
中村祥之副理事長【意見・質問】
７行目「本年、私たちの～」から続く文書に主語が２つ出てくるので、８行目の「青年会議所は」はなくてもよいのではないか。
３１行目「力強い勇気」というのは聞きなれない表現なのだが、どこからかの引用なのか。
遠藤常任理事【回答】
しっかり再度検討する。
野口直前理事長【意見】
背景にひとづくり事業について書いてあるのに「最後は活気あるまち」となっている。どうしてもまちづくり事業のイメージが強くなってしまうので、再度自分たちの想い、考えをしっかり整理してまとめてほしい。「何かしら」という表現については投げやりな感じを受けるので再考してほしい。
最後、もっと前向きな表現で締めたほうがよい。
遠藤常任理事【回答】
「まち」で締めくくっているというのは、自らの１歩で地域やまちが変わっていくという想いで書いた。「何かしら」については再考する。
井上周士理事長【コメント】
両委員会の委員会任務案、私の所信のから汲み取っていただき厚みのあるグループ方針だったと思う。今野常任理事にも委員会任務案と自分の想いと理事長所信をうまくバランスよく厚みを持たせていっていただければと思う。ひとつの参考にしていただきたい。
・総務グループ
横山専務【コメント】
上程者は私であるが、読み合わせは舟山事務局長お願いします。
舟山事務局長【読み合わせ】
横山専務理事【補足】
総務グループということで山形青年会議所が置かれている背景ということで作成した。
１委員会ということも勘案している。
武田委員長【質問】
２１行目「山形青年会議所活動とＪＣ運動に対する」についてＪＣ運動のなかの山形青年会議所活動だと思うのだが、これを併記で表現している意味はなにか。もしこれを別物と捉えると２９行目の表現も山形青年会議所活動とＪＣ運動と併記する必要があると思う。
横山専務理事【回答】
１７行目のところで山形青年会議所活動とＪＣ運動をＪＣ全般の活動ということで分けて表記している。
武田委員長【意見】
山形青年会議所活動とＪＣ運動が別物だとすると２９行目は併記での表記が良いと思うで検討いただきたい。
佐藤幸助委員長【意見】
８行目の文章は、新しく入ったメンバーにとっては過去の活動があまりわからないので具体的に書いていただけると過去の活動が今の活動につながっていることが実感できると思う。
横山専務理事【回答】
検討する。
野口直前理事長【意見】
１２行目「活動していきます」は手法になるので背景となるように変えた方がよい。１９行目「これまで以上に合理的に効率化を図ります」について具体的に考えることがあればお答えいただきたい。おそらく、これ以上の合理化は人のつながりを希薄になってしまうのではないかと思う。２９行目から３０行目の表記について「円滑な組織運営に取り組みます」ではなく、最終的にどうなりたいかを書くので、例えば「盤石な組織を確立していきます」といった表現になると思う。また団体という表記があるが青年会議所は組織であると思うので文言を精査してもらいたい。
横山専務理事【回答】
検討する。
伊藤副理事長【意見】
１０行目「東北地区協議会会長を輩出します。公益社団法人格を有する団体」という２つの文章のつながりが悪いような気がする。１５行目「会長輩出ＬＯＭ」も文章のつながりからみて唐突感がある。２４行目、２５行目で「高め」の表記が続いている。以上３点検討お願いしたい。
佐藤貴博議長【意見】
文言で重複している言葉があるので再度確認していただきたい。ＪＣ運動という文言が３か所出ているが２０行目でＪＣ運動と各種事業を分ける意味を教えて頂きたい。
横山専務理事【回答】
「他を知る」というところから、山形青年会議所活動だけでなくＪＣ運動全般を知るということで分けて記している。「高め」「高め」はわざと韻を踏んでいるところであるのだが、いただいた意見を参考に検討する。
鈴木辰太郎副理事長【質問】
１４行目から１７行目までの部分「～出会いの機会が多くなります。」だから何をしていくのか。
２２行目「活動が対外的に広く認知されるように」の部分について、広報の発信は活動を対外的に広く認知されるために活動をするということか。
横山専務理事【回答】
１つの質問について、様々な視点から検証する機会を享受し、自らの組織を鑑みて効率化を図っていく。という流れで考えていた。２つめの質問について、「対外的に広く認知」の前にまずは「メンバーの理解を深め」というところで、自分たちの活動に対する理解をしっかりと深めたうえで、対外的に広く発信するということを考えていた。
鈴木副理事長【意見】
背景にも、取り組みにも書いてある事は、「合理的に効率化を図る」という文書に結びつかないのではないか。広報の目的について再考いただきたい。活動自体目的を持っているので活動を認知してもらうことが大切ではないか。
横山専務理事【回答】
活動も目的も含まれたそこの中の活動というところで考えていた。ありがたい意見なので、もう一度深く掘り下げたい。
井上周士理事長【コメント】
２４行目の「メンバー全員の参加意識を高め」の部分に関して、出席率の向上、今年度同様１００％例会の実現についてふくらみを持たせ再考して欲しい。あとは皆様から頂いた意見を参考によろしくお願いします。
・法人格維持継続プロジェクトチーム
鈴木力常任理事【読合せ】
齊藤秀昭副理事長【補足】
なかなか終着点の見えないルーティンで事業展開をする中で、年度ごとに替わる組織をより良い方向に持っていくための考え方をうまくやりくりしながら進んでいきたいので、忌憚のない意見をお願いしたい。
鈴木辰太郎副理事長【質問】
「必要とされる団体」、「頼られる団体であり続ける必要がある」について、頼られる団体である事が大事なのか。
齊藤秀昭副理事長【回答】
これまでの流れを見て、「頼られる団体」へ訂正させていただく。
鈴木辰太郎副理事長【意見】
地域に良い影響を与えられる団体組織である事、地域に求められるのではなく、自らが切り開いていく団体であることが必要ではないか。地域の需要に応えられる団体ということではないと思うので再考いただきたい。
井上智博出向理事【意見】
体裁の問題だと思うが、「公益法人として」という表現が非常に反復して使用されているので、読み手が混乱するのでは。表現方法がうまくまとめられればなお良いと思う。
伊藤副理事長【意見】
全体的に表現が難しい気がする。２段落の部分についても３行にわたって記されているので、その行数と内容について再考いただきたい。
野口直前理事長【意見】
何をやっていくのかまだ自分たちの中で整理されていないために難しい表現になってしまうのではないか。このプロジェクトチームはいろいろなものを検証していくだと思う。２０１２年我々がやったものに関して評価・検証し、２０１３年度それに対してセミナーをするのか、上程をするのか、総会決議でいろんなものを変えていくのか。公益社団法人格として２０１３年で確立したいのか、それとも何かに挑戦しながら組織を進化させるのかが分かれ目になる。２０１２年は公益事業、公益社団法人格の運営に対して共通認識を持ってもらいたいという想いでセミナーを開いた。２０１３年はそれを確立するのか、挑戦するのか、調整するのかで表現はずいぶん変わっていく。検証して確立させるのか、挑戦していくのか、そこさえぶれなければよいと思う。
中村祥之副理事長【意見】
法人格維持セミナーを受け、定款などを改めて見る中で、総会決議が必要なもの、理事会決議の必要なもの等わかっていない部分が多かった。事業の公益比率を高めることばかりに意識が行きがちだが、定款を改めて見直すのも一考ではないか。この度、本当はしなくてはならない事がたくさん定款に書いてあるということを初めて知った。運営していくにあたって様々な法律もあるので一緒に勉強もしていきたいと思う。
井上周士理事長【質問】
公益に関して、委員長の皆さんいかがですか。わかりますか。
與田委員長【回答】
セミナーには一度出たが、漠然としたところすら理解できていない。
武田委員長【回答】
ほとんど理解していない。
井上周士理事長【コメント＆質問】
公益の理解が難しい。東北地区のセミナーに３度出たが、学ぶたびに疑問がたくさん出てくる。例えば、公益社団法人格として一つの議案を審議する際に、我々のメンバーの中に利益を得る業者がいる場合には退室しそれを議事録に記載しなければならない。花火大会もこれに当たり、花火大会特別委員長が上程する際には、市から委託を受けているので花火大会特別委員長と本部長は退室し、副理事長が上程しそれを議事録に記載する。という流れがある。セミナーに参加しては疑問が生まれ、先輩に教えていただいてはまた疑問が生まれの繰り返しである。公益というのは監事が全体を把握して、青年会議所は単年度制なので、毎年公益を理解する後進を育てていく、ということが青年会議所にとって大事だとの事。特例民法法人制度ということで、２００８年度から公益法人か一般法人かを選択する流れがあり、来年２０１３年がリミットである。そのルールが青年会議所にとって非常に不都合なところもあるので、それらを検証して理解を深めていただく流れで進めていただきたい。
１８行目について、セミナーを通じて一人でも多くの公益に関する理解を深める取り組みを行うという文言を入れるのはどうか。２４行目「公益維持継続に対して」から「新たな歴史を踏みだす第一歩を確立します」という部分について、公益社団法人元年の今年度が記載すべき文言である。ここは今年度も取り組みをしているので、「更なる理解を深め」や「更なる歩みを進めさせよう」という表現にした方がいいのではないか。
これから総会から何から様々変わってくるので、今年度と次年度の取り組みのなかで色々な情報を発信していくのでよろしくお願いしたい。
協－０３　委員会事業計画に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山専務理事
横山専務理事【上程】
議案上程期日については１０月１５日（月）、委員会事業計画については１０月１０日（水）。上程までの５日間を有意義に過ごしていただければと思う。副理事長、常任理事からしっかりと議案に目を通してもらいたいので、事務局まで１０月１０日提出でお願いしたい。
横山専務理事【補足】
初理事の方は特に質問があると思う。委員会事業計画の書き方に関しては副理事長、常任理事にどんどん質問をぶつけていただきたい。ＪＣレポート等で同じ事業を持っていた委員会の過去の資料を読み込むのも参考になるはずである。
協－０４　スタッフセミナー開催に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　横山専務理事
荒井要雄委員長【上程】
スタッフセミナーの案内。東部公民館にて１・２部制、計３時間の内容。まずは１２日まで委員長、総括幹事にて各委員会の出席とりまとめをお願いしたい。
横山専務理事【補足】
田牧先輩から公益法人格に関わる内容で２時間程度のご指導をいただく、第１部では例年全て次年度体制ですすめるが、今年度の齊藤監事からご協力いただきながらシナリオを作成している。次回の正副常任理事会で意見集約し本番に備えたい。
まずはスタッフ全員を連れてくる意気込みで声掛けお願いします。
協－０５　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山専務理事
削除
１４．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舟山事務局長
報－０１　グループ基本方針・委員会事業計画の提出について
舟山事務局長【報告】
締切り　１０月１５日（月）正午
（１０月１８日第３回役員予定者会議へ協議上程）
委員会事業計画については１０月１０日（水）締切
報－０２　今後のスケジュールについて
横山専務理事【報告】
第８回正副理事予定者会議、第５回常任理事予定者会議１１月１日（木）予定だったが、１日繰り上げで１０月３１日（水）開催とする。理由は１９９６年ＪＣＩ―ＡＳＰＡＣ金沢大会実行委員長の松本先輩をお招きしてＡＳＰＡＣについて学ぶ会が開催するため。
１１月６日（火）に荒井寛君を励ます会を開催。第４回役員予定者会議を予定だったが、発起人の先輩方との日程調整の中で１日繰り上げた。
１１月２９日（木）日本ＪＣ事業説明会が開催される。小畑会頭、荒井地区担も来られ様々なセミナーが予定されている。皆様出席をお願する。
報－０３　上程スケジュールについて
舟山事務局長【説明】
予定者段階では５・３・１システム
上程票締切日５日前１３日（土）、議案締切日３日前１５日（月）、議案ダウンロード１日前１７日（水）期限遵守お願いする。
報－０４　その他
削除
１５．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山専務理事
[ ２０１３年度 第３回役員予定者会議 ]
２０１２年１０月１８日木曜日１８：３０～
場所：丸勘山形青果市場
[ ２０１３年度 スタッフセミナー ]
２０１２年１０月１６日火曜日１８：３０～
場所：東部公民館
１６．監事講評
矢口監事
皆さん大変お疲れ様でした。本日は理事長方針、そしてグループ方針、理事長方針はバージョン１６でございます。本当に会を重ねるごとに精度が高まってきたなというところを感じておりました。グループ方針についてはバージョン２ですので、まだ一回一回重ねるごとに本日頂いた意見なども真摯に受け止めて方針の修正をしていただければと思います。ただ、自分の想いというものをしっかり置いていただいたうえでご修正を頂きたいと思います。次回は委員会方針ですとか、計画になってくると思われるのですが、よく会社では理念があって、ビジョンがあって、そして戦略がある、というお話がありますが、青年会議所においても同じことが言えると思います。理念という部分はクリードであったり、綱領であったりビジョンであったり、ビジョンの部分は理事長方針であったり、それを元に戦略をとっていく形になると思います。これには理事長方針をしっかり読み込んでいただいた上で、委員会方針なりにそれを反映していただきたいと思います。それと今後顔合わせ会等で委員会が開かれるかと思います。いろんな意味で来年の方針や理事長の考えを委員長の言葉でしっかりメンバーにお伝え頂きたいと思いますのでよろしくお願いします。最後になりますが、今の時期本年度と次年度が交差をしてとても忙しいというか、充実した日々が続いていくかと思いますので、しっかりと本業並びにＪＣ活動、そして家庭のバランスを取って頂いたうえで活動していただくことをお願い申し上げまして、監事講評とさせていただきます。本日は大変お疲れ様でした。
１７．閉  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山専務理事









